
◆発明概要と利点

発明者らは、発泡剤不使用で、高い発泡倍率と生分解性を有する新規

な発泡材料およびその製造方法を開発しました。この新規発泡材料は、

従来用いられていた発泡剤の代わりに水で発泡させることができるため、

排出される物質は水蒸気のみとなり、実質的なゼロエミッションを達成

しています。

本発明の発泡材料は、持続可能性、生分解性、石油不使用、製造工程の

炭素排出ゼロ等の環境適合性が求められる分野や、生体適合性材料とし

ての医療分野に加えて、緩衝材、遮音材、断熱材、食品包装材、衣料材、

建材用、輸送機器等の幅広い分野で好適に用いることができます。

➢ 発泡剤不使用で高い発泡倍率を示す（表１）

➢ 製造工程の炭素排出ゼロを実現

➢ 環境適合性が求められる分野など幅広い分野での活用

京都大学の新技術

ライセンス契約を受けていただき 本発明の実用化を目指していただける企業様を求めます。

◆お問い合わせ先

株式会社ＴＬＯ京都

E-mail: event@tlo-kyoto.co.jp

TEL: 075-753-9150

https://www.tlo-kyoto.co.jp

◆背景

発泡体は緩衝材や遮音材など様々な用途で使用されており、ポリエチ

レンやポリプロピレンなどのポリオレフィン系に代表される、熱可塑性

樹脂発泡体がよく知られています。

一般的な発泡体製造方法では、ポリマーに発泡剤を添加して発泡成形

を行います。しかしこの方法では、発泡剤から生じる二酸化炭素の排出

など各種環境への影響や、発泡体中に残る腐食性ガスや不純物による汚

染が問題となっています。環境面への配慮から、ポリ乳酸などの生分解

性プラスチックを発泡体としたものも市販されていますが、ポリ乳酸は

発泡性を持たないため、発泡剤を添加する必要があり、上記と同様の問

題が生じています。

◆適応分野

• 発泡体製造関連企業

• 医療分野

• 輸送機器

• 食品分野

• 環境適合性が求められる分

野

◆希望の連携形態

• 実施許諾契約

• オプション契約

（技術検討のためのF/S）

※本発明は京都大学から特許

出願中です。

◆研究段階

本発明手法により、発泡材料

を製造および成形でき、優れ

た特性をもっていることを確

認済み（表1）。

発泡剤不使用で環境に優しい多糖100%の生分解性発泡材料

製造工程で二酸化炭素や有害物質を排出しない、新規な発泡材料です。
環境適合性に優れた、カーボンニュートラルを強く意識した材料とも言えます。

表1.本発明の材料で発泡材料を作製した結果
発泡剤を使用せずとも発泡材料としての性質、機械的特性が出ている。

発泡倍率
密度
（g/cm3）

初期弾性率
（×107Pa）

試料1 4.6 0.19 ―

試料2 6 0.08 ―

試料3 2.7 0.3以下 9.4

試料4 3.4 0.09 8.2

試料5 4 0.04 6.6


